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議

会

議
会
活
動
状
況

議
会
活
動
状
況

 

３
月

２
日
●
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会

６
日
●
令
和
４
年
度
予
算
審
査
特
別
委

員
会

９
日
●
第
１
回
議
会
定
例
会　

再
開

10
日
●
自
立
支
援
協
議
会

15
日
●
黒
滝
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

　
　

●
黒
滝
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会

研
修
会

17
日
●
こ
ど
も
園
修
了
証
書
授
与
式

22
日
●
黒
滝
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

３
日
●
第
１
回
議
会
定
例
会　

開
会

　
　
　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

令
和
５
年
第
１
回
黒
滝
村
議
会
定
例

会
が
３
月
３
日
（
金
）
〜 

９
日
（
木
）

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

議
案
第
１
号　

黒
滝
村
教
育
委
員
会
の

委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

規
約

議
案
第
２
号　

奈
良
県
及
び
黒
滝
村
に

お
け
る
森
林
法
に
基
づ
く
事
務
の
委
託

に
つ
い
て

条
例
制
定

議
案
第
３
号　

職
員
の
高
齢
者
部
分
休

業
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

黒
滝
村
地
域
デ
ジ
タ
ル

推
進
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条
例
改
正

議
案
第
５
号　

黒
滝
村
移
住
定
住
促
進

住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

黒
滝
村
個
人
情
報
保
護

法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
１
回
議
会
定
例
会

第
１
回
議
会
定
例
会

に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

黒
滝
村
子
ど
も
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

議
案
第
８
号　

黒
滝
村
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
９
号　

黒
滝
村
林
業
従
事
者
住

宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

黒
滝
村
営
住
宅
排
水
処

理
施
設
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
11
号  

黒
滝
村
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

条
例
廃
止

議
案
第
12
号  

黒
滝
村
半
島
振
興
対
策

実
施
地
域
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
別

措
置
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

黒
滝
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

専
決
処
分

議
案
第
14
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
４
年
度
黒

滝
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
））

補
正
予
算

議
案
第
15
号　

令
和
４
年
度
黒
滝
村
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
16
号　

令
和
４
年
度
黒
滝
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
17
号　

令
和
４
年
度
黒
滝
村
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

議
案
第
18
号  

令
和
４
年
度
黒
滝
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
19
号  

令
和
４
年
度
黒
滝
村
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

当
初
予
算

議
案
第
20
号  

令
和
５
年
度
黒
滝
村
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
21
号  

令
和
５
年
度
黒
滝
村
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

議
案
第
22
号  

令
和
５
年
度
黒
滝
村
介

護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
23
号  

令
和
５
年
度
黒
滝
村
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
24
号  

令
和
５
年
度
黒
滝
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
25
号  

令
和
５
年
度
黒
滝
村
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

そ
の
他

議
案
第
26
号  

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

（
黒
滝
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

発
議
第
１
号　

 
黒
滝
村
議
会
の
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

以
上
27
の
議
案
等
が
審
議
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
、
同
意
・
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

●
令
和
４
年
度
奈
良
県
町
村
議
会

議
長
会
定
期
総
会

　
　

●
例
月
出
納
検
査

辻村村長　退任ご挨拶

◆投票時間
　午前７時～午後６時
◆投票所　
　寺戸　黒滝村役場住民ホール
　長瀬　長瀬地区集会所
　赤滝　赤滝・上平地区集会施設

期日前投票について
◆期間
　奈良県知事選挙
　　３月２４日（金）～４月８日（土）
　奈良県議会議員選挙
　　４月　１日（土）～４月８日（土）
◆投票時間　
　午前８時３０分～午後８時まで
◆場所
　黒滝村役場住民ホール

◆投票時間
　午前７時～午後６時
◆投票所
　寺戸　黒滝村役場住民ホール
　長瀬　長瀬地区集会所
　赤滝　赤滝・上平地区集会施設

期日前投票について
◆期間
　４月１９日（水）～４月２２日（土）
◆投票時間
　午前８時３０分～午後８時まで
◆場所
　黒滝村役場住民ホール
詳しくは、広報３月号をご覧ください。
◆お問合せ先
　選挙管理委員会（総務課内）

奈良県知事選挙
奈良県議会議員選挙
４月９日（日）

黒滝村長選挙
黒滝村議会議員選挙
４月２３日（日）

こ
の
度
、
令
和
５
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
黒
滝
村
長
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
。

任
期
途
中
で
の
退
任
と
い
う
こ
と
で
、

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

在
任
中
は
、
公
私
と
も
、
格
別
の
御
厚

情
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
こ

こ
に
謹
ん
で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
一
村
民
と
し
て
、
村
の
発
展
に

尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
略
儀
な
が
ら

退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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響
を
及
ぼ
す
補
助
金
・
助
成
金
、
国
県
補

助
金
等
が
関
連
す
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
予
算
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
時
点
に
お
け
る
財
政
状
況
は
概
ね

安
定
し
て
い
ま
す
が
、
さ
く
ら
広
域
環
境

衛
生
組
合
の
整
備
事
業
や
、
簡
易
水
道
事

業
の
長
期
改
修
工
事
で
多
額
の
起
債
借
り

入
れ
を
行
う
計
画
で
す
の
で
、
今
後
に
お

き
ま
し
て
は
、
こ
の
状
況
に
安
堵
す
る
こ

と
な
く
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
し
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
ま
し
て

は
、
５
月
８
日
か
ら
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が
、
２
類
相
当
か
ら
５
類
に
緩
和
さ

れ
る
見
通
し
や
、
マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方

も
３
月
13
日
か
ら
『
行
政
が
一
律
に
ル
ー

ル
と
し
て
求
め
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の

主
体
的
な
選
択
を
尊
重
し
、
着
用
は
個
人

の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
』

と
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
名
称
も
『
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
２
０
１
９
』
に
変
更
さ

れ
る
そ
う
で
、『
新
型
』
と
い
う
表
現
を

止
め
る
こ
と
で
特
別
視
す
る
よ
う
な
見
方

を
減
ら
し
、
平
時
へ
の
移
行
を
進
め
る
狙

い
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

一般会計　１４億７，３００万円

特別会計　　6 億５，１２７万円

総　　額　２１億２，４２７万円

令和５年度予算

主要施策の説明

令和５年度　予算　令和５年度　予算

黒
滝
村
長辻

村　

源
四
郎

冒
頭
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
昨
年
に
発
生
し
ま
し
た
、
株
式
会
社

黒
滝
森
物
語
村
の
雇
用
調
整
助
成
金
不
正

受
給
の
責
任
を
と
っ
て
、
３
月
31
日
付
で

辞
任
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
こ
の

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
に

は
多
大
な
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
深
く
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度
当
初
予

算
は
、
骨
格
予
算
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

政
策
的
な
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
期

村
長
に
委
ね
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
策
的
で
は
あ
る
も
の
の
、

継
続
的
な
事
業
で
、
当
初
予
算
で
計
上
し

て
い
な
い
と
そ
の
団
体
活
動
や
個
人
に
影

関
し
て
は
、
国
内
の
感
染
状
況
を
鑑
み
た

国
か
ら
の
指
示
に
も
応
え
、
村
民
の
皆
さ

ま
の
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
ま
す

よ
う
に
、
当
初
予
算
に
所
要
の
経
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
関
連
事

業
に
関
し
ま
し
て
は
、
本
年
10
月
の
稼
動

を
目
指
し
整
備
中
で
す
。
こ
の
事
業
に
要

す
る
負
担
金
３
千
４
５
０
万
円
を
計
上
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
は
約
90
万
円
減
額
の
約

４
千
２
８
０
万
円
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

村
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
行
経
費
や
奈

良
交
通
バ
ス
路
線
の
存
続
の
た
め
の
経

費
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
制
度
事
業
等
を

引
き
続
き
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

村
民
生
活
や
地
域
社
会
の
経
済
活
動

を
支
え
る
道
路
網
に
つ
き
ま
し
て
、
県
道

赤
滝
五
條
線
の
道
路
拡
幅
に
向
け
て
、
今

後
も
奈
良
県
に
よ
る
早
期
取
組
み
に
感
謝

し
つ
つ
、
用
地
交
渉
等
村
と
し
て
協
力
す

べ
き
行
動
も
同
様
に
推
進
し
、
一
日
も
早

い
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
道
赤
滝
五
條
線
の
道
路
拡
幅
工
事

に
伴
う
、
村
営
住
宅
４
戸
の
除
却
費
。
移

住
定
住
向
け
の
集
合
住
宅
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
よ
り
設
計
委
託
業
務
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
令
和
５
年
度
に
お
い

て
建
設
工
事
を
実
施
す
る
た
め
に
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
道
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

道
路
メ
ン
テ
ナ
ス
事
業
の
関
連
予
算
の
他

各
区
か
ら
の
要
望
に
対
し
ま
し
て
は
、
緊

急
度
の
高
い
も
の
を
優
先
し
て
予
算
を
計

上
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜

り
た
く
存
じ
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
元
年
度
に
策
定
し
た
老
朽
管
路
耐
震
化

基
本
計
画
に
基
づ
き
令
和
2
年
度
よ
り
簡

易
水
道
の
改
良
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
総
事
業
費
は
約
９
億
円
の
予
定
で
今

年
度
は
約
１
億
４
千
万
円
の
改
良
予
算
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。

先
ず
は
国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
少
子
化
対
応
施
策
と
し
て

出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
る
た
め
の

条
例
改
正
を
提
案
、
そ
し
て
、
今
年
度
に

引
き
続
き
人
間
ド
ッ
ク
等
助
成
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

村
の
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

村
の
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
の
柱
と
な
る
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
な
ら
び
に
高
齢

者
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
経
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
、
そ
の
手
法
を
工
夫
し
切

り
口
を
変
え
、
村
の
文
化
祭
と
合
わ
せ
て

「
わ
か
す
ぎ
ふ
れ
あ
い
祭
」
を
実
施
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
実
に
２
５
５
人
も
の
来
場

者
を
迎
え
、
好
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
度
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
創
意

工
夫
を
こ
ら
し
た
催
し
を
期
待
し
て
、
応

分
の
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

ま
た
、「
元
気
ふ
れ
あ
い
活
動
奨
励
制

度
」
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
奨
励
金
を
計

上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
物
価
が
高
騰
し
厳
し
い
生
活
環

境
等
の
な
か
、
子
育
て
世
帯
の
環
境
整
備

に
資
す
る
た
め
、
こ
の
３
月
議
会
補
正
予

算
に
も
計
上
し
た
出
産
・
子
育
て
応
援
交

付
金
事
業
を
、
新
年
度
に
も
展
開
で
き
る

よ
う
予
算
計
上
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
４

月
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
医
療
費
を
無
償
化

す
る
制
度
の
対
象
年
齢
を
、
15
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
予
算
を
追
加
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
医
療
の
取
組
み
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

の
資
格
確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
国
の

補
助
金
を
活
用
し
導
入
し
ま
し
た
。
窓
口

で
の
受
付
、
資
格
確
認
等
が
ス
ム
ー
ス
に

行
え
、
ま
た
、
本
人
同
意
の
も
と
薬
剤
情

報
、
特
定
健
診
等
情
報
の
閲
覧
に
よ
り
、

よ
り
適
切
で
迅
速
な
診
療
・
投
薬
を
行
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
等
関
係

機
関
と
の
病
診
連
携
な
ど
効
率
的
な
治
療

を
行
い
、
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
医
療

体
制
の
維
持
・
確
保
に
寄
与
で
き
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
振
興
に
つ
い

て
は
、
継
続
的
な
木
材
生
産
と
防
災
力
の

高
い
森
林
を
め
ざ
し
、
混
交
林
誘
導
事
業

を
推
進
し
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
森
林
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
今
年
度
か
ら
村

の
森
林
将
来
構
想
等
の
作
成
及
び
実
現
に

向
け
て
、
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
用
推

進
事
業
に
伴
う
給
与
負
担
金
を
予
算
計
上

し
て
い
ま
す
。

木
工
振
興
関
連
事
業
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
伝
統
工
芸
品
の
継
承
、
新
技
術
と

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
製
品
の
共
同
開

発
、
人
材
育
成
等
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
関
係
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

令
和
４
年
度
末
に
１
名
の
隊
員
の
活
動
期

間
が
終
了
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
黒
滝
村

森
林
組
合
の
作
業
班
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
新
た
な
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
１
名
を
確
保
す
べ
く
、
必
要
経
費

を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

保
育
の
拠
点
施
設
で
あ
る
「
黒
滝
こ
ど

も
園
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
初
め
て
出
会

う
社
会
で
す
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
、
黒
滝
村
の
未
来
の
た
め
に
、

生
命
の
保
持
及
び
情
緒
の
安
定
を
図
り
な

が
ら
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
お
子
さ

ま
を
安
心
し
て
あ
ず
け
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
園
長
を
中
心
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
を

充
実
し
て
、
き
め
細
や
か
な
保
育
、
幼
児

教
育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

保
育
料
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幼
児

教
育
無
償
化
を
国
の
制
度
に
準
じ
実
施
し

ま
す
。
未
来
を
築
く
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
育
成
は
、
私
自
身
も
村
全
体
で
取
り
組

む
べ
き
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
給
食
費
や
社
会
見
学
、

修
学
旅
行
費
の
無
償
化
制
度
も
継
続
す
る

と
と
も
に
、
修
学
奨
励
貸
付
金
制
度
の
経

費
も
同
様
に
継
続
し
て
計
上
し
て
お
り
ま

す
。小

・
中
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和

４
年
度
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
導
入
し
ま

し
た
電
子
黒
板
が
、
授
業
で
効
果
的
に
活

用
さ
れ
て
お
り
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推

進
を
図
る
た
め
２
ヶ
年
計
画
で
小
・
中
学

校
全
学
年
に
導
入
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
先
生
方
の
き
め
細
や
か
な
ご

指
導
の
も
と
、
こ
ど
も
園
か
ら
小
学
校
、

中
学
校
と
切
れ
目
の
な
い
教
育
を
実
施
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
未
来

投
資
型
予
算
に
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

生
活
・
環
境
整
備

地
域
公
共
交
通

イ
ン
フ
ラ
整
備

健
康
・
福
祉

産
業
振
興

保
育
・
教
育
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令和２年度　予算

令和５年度令和５年度

予算予算

総務費
20.6%

衛生費
14.8%

農林水産業費
10.0%

土木費
8.0%

教育費
13.3%

公債費
9.1％

消防費
5.5%

民生費
13.3%

議会費
2.2%

その他
0.4%

繰入金
5.4%
村 税
4.1%
諸収入ほか
4.7%

地方交付税
61.1%

村 債
8.0%

国庫支出金
8.4%

県支出金
4.5%

地方消費税交付金ほか
1.2%

自主財源 2 億 967 万円依存財源 12億 6,333 万円

一般会計　歳入

繰入金 7,969 万円
基金（村の貯金）の取り崩しなど

（▲ 15.0%）

村税 6,030 万円
村民税や固定資産税など

（▲ 0.2%）

諸収入 3,494 万円
預金利子など

（▲ 11.1%）

寄付金 1,514 万円
ふるさと納税や住民からの寄付など

（137.3%）

使用料及び手数料 　　 1,232 万円
施設使用料・住民票の手数料など

（14.9%）

その他 728 万円
分担金及び負担金・財産収入・繰越金

（▲ 0.8%）

地方交付税  9 億円
自治体間の財源の均衡を図るために交付されるお金

（2.3%）

村債 1 億 1,820 万円
事業を行うために銀行などから借りるお金

（▲ 47.4%）

国庫支出金 1 億 2,377 万円
特定の事業を行うための国からの交付金

（▲ 28.8%）

県支出金 6,653 万円
特定の事業を行うための県からの交付金

（16.3%）

地方譲与税 3,651 万円
国税として徴収され一律的に譲与されるお金

（▲ 1.0%）

その他 1,831 万円
地方消費税交付金・環境性能割交付金など

（4.8%）

一般会計　歳出

総務費    3 億  377 万円（▲ 2.1%）
全体的な管理事務や企画、戸籍、住民基本台帳、
選挙、統計調査、村有財産の管理など幅広い経費
・村広報作成料
・村有林整備費用
・各種基金積立金
・ふれあいバス運行委託料
・地域公共交通確保維持対策負担金
・起業支援補助金
・若者定住支援金
・空き家リフォーム工事補助金
・移住支援金
・空き家除却工事補助金
・交通安全対策費
・電子計算機
・情報通信費
・黒滝村村長選挙・黒滝村議会議員選挙費
・奈良県知事選挙・奈良県議会議員選挙費

134 万円
200 万円
1,628 万円
921 万円
371 万円
200 万円
224 万円
100 万円
100 万円
100 万円
46 万円

6,829 万円
217 万円
1,253 万円
276 万円

衛生費 2 億 1,782 万円（▲ 8.6%）
住民が健康で良好な生活を送るための経費で、住民
の健康管理や病気の予防対策、ごみの処理、し尿の
収集処理・管理に係る経費
・南和広域医療企業団負担金
・妊婦・乳幼児・がん検診等委託費
・新型コロナウイルスワクチン接種事業
・南和広域衛生組合負担金
・さくら広域環境衛生組合負担金
・し尿処理委託料
・河川及び道路清掃作業委託料

9,685万円
193万円
322万円
402万円

    3,448万円
353万円
200万円

教育費 1 億 9,579 万円（3.9%）
教育委員会事務局、こども園、小・中学校、人権教育、
社会教育、保健体育、給食センター等にかかる経費
・入学・入園祝金・祝品
・高等学校自宅通学者補助金
・語学留学補助金
・修学奨励貸付金
・修学旅行等補助金
・電子黒板整備
・スクールバス運行委託料
・村人権教育推進協議会補助金
・統合型校務支援事業
・わかすぎふれあいセンター体育館改修工事
・個別特定保健指導委託料

農林水産費  1 億 4,702 万円（▲ 14.4%）
農業や林業、水産業の振興に益する経費
・有害鳥獣捕獲防除対策費等
・特産品加工用野菜生産奨励金
・特産農林産物生産奨励費補助金
・混交林誘導整備事業委託料
・美しい森林づくり基盤整備事業補助金
・ヘリポート管理補助金
・村産材生産促進事業補助金
・林業担い手育成強化事業補助金
・森林組合育成補助金
・木材産業等担い手確保対策事業助成金
・地域おこし協力隊事業
・奈良県フォレスター事業負担金
・林道新設事業費等（維持費含む）
・漁業組合補助金

128 万円
26 万円
51 万円

1,600 万円
3,812 万円
30 万円
800 万円
570 万円
270 万円
90 万円 

1,915 万円
765 万円
2,711 万円
100 万円

消防費  8,162 万円（0.7%）
消防や水害、地震などのあらゆる災害に対する経費
・消防団員報酬
・消防分団活動費
・県広域消防組合負担金

285 万円
65 万円

4,279 万円

公債費 1 億 3,381 万円（3.9%） 
村の借金の返済金で、借入にかかる利子も含みます。

土木費 1 億 1,749 万円（▲ 34.6%）
道路や河川、住環境の整備にかかる経費
・道路新設改良事業（維持費含む）
・河川管理費
・住宅管理費
・村営住宅解体工事
・村営住宅改修工事
・地籍調査費

5,027 万円
11 万円
606 万円
1,800 万円
1,550 万円
1,037 万円

商工費 4,187 万円（▲ 46.1%）
地場産業の振興や観光振興に使われる経費
・村商工会補助金
・観光施設管理運営指定管理料
・観光施設設備改修等事業費

333 万円
660 万円

 1,329 万円

議会費 3,306 万円（0.8%）
議会議員の報酬や議会を運営していくための経費

その他 557 万円（▲ 1.4%）  
・労働費
・災害復旧費
・諸支出金
・予備費

255 万円
2万円
1万円

300 万円

令和５年度　予算　令和５年度　予算

予算の使い道　令和５年度の主な事業

地方譲与税
2.5%商工費

2.8%

一般会計
14億7,300万円

各 会 計 の 予 算 用 語 解 説

一般会計…村の運営にかかる基本的な
経費を計上した会計

特別会計…特定の事業を行うために、
一般会計の歳入歳出と区別
して経理する会計

自主財源…村税や使用料及び手数料な
ど村が自ら確保できる財源

依存財源…国や県から交付されるお金
や借金からなる財源

民生費 1 億 9,519 万円（0.8%）
住民の安定した社会生活を保障するための経費で、
人権啓発予算、福祉関連予算などが含まれます
・社会福祉協議会負担金
・障害者にかかる支援事業費
・国民健康保険特別会計事業勘定への繰出金
・国民健康保険特別会計直診勘定への繰出金
・介護保険特別会計への繰出金
・後期高齢者医療保険への支援金
・後期高齢者医療特別会計への繰出金
・出産・子育て応援交付金

1,500 万円
3,255 万円
859 万円
2,277 万円
2,654 万円
1,406 万円
797 万円
50 万円

※括弧内は前年度比

33万円
130 万円
727 万円
72 万円
197 万円
166 万円
745 万円
54 万円
167 万円
591 万円
296 万円  

歳出 歳入

自主財源
14.2%

依存財源
85.8%

395 万円
43 万円
29 万円
60 万円
76 万円
40 万円
17 万円
87 万円

・中学生以下児童手当支給費
・ 村単児童養育手当（中学生までの第３子以降）
・学童保育費
・弔慰金
・人権・同和対策費
・犯罪被害者等見舞金
・高齢者ポイント制度
・緊急通報体制支援システム事業業務委託料

　 会 計 区 分 　
▼一般会計
▼特別会計
　国民健康保険事業
　○事業勘定
　○診療施設勘定
　介護保険
　後期高齢者医療
　簡易水道事業
　下水道事業
　 全 会 計 合 計 　

　本年度予算　
14 億 7,300 万円
 6 億 5,127 万円
 2 億    39 万円
1 億 1,788 万円

8,251 万円
1 億 5,546 万円

1,891 万円
2億   846 万円

6,805 万円
21 億 2,427 万円

前年度比
▲ 8.4%
▲ 3.8% 
 ▲ 2.1%
▲ 8.3%
8.2%

▲ 0.6%
▲ 6.1%
▲ 2.9%
17.8%
▲ 6.1%
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黒滝中学校
卒業証書授与式

黒滝こども園
修了証書授与式

　

３
月
15
日
に
中
学
校
、
３
月

17
日
に
こ
ど
も
園
で
卒
園
・
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
中
学
校
４
名
、
こ

ど
も
園
２
名
の
方
が
卒
園
・
卒

業
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
こ
れ
か
ら
の
更
な

る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会

３
月
４
日
（
土
）
第
18
回
市
町
村

対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
が
橿
原
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会

は
、
近
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て

い
た
の
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
県
内
38
チ
ー
ム
、
黒
滝
村
か

ら
は
黒
滝
小
学
校
の
５
年
生
２
名
と

６
年
生
５
名
が
出
場
し
、６
区
間（
約

９
ｋ
ｍ
）
と
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

レ
ー
ス
（
約
１
．
６
ｋ
ｍ
）
を
競
い

ま
し
た
。

青
空
広
が
る
カ
ラ
ッ
と
し
た
陽
気

の
中
、
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
ゴ
ー

ル
ま
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

黒
滝
中
学
校
卒
業
式

黒
滝
こ
ど
も
園
卒
園
式

忘れずに
納付しましょう！

税等の納期

５月１日（月）

軽自動車税

奈
良
県
立
大
学
生
と
の

活
動
事
例
報
告

奈
良
県
立
大
学
と
村
と
の
域

学
連
携
事
業
と
し
て
、
地
域
創

造
学
部
の
学
生
が
黒
滝
村
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
提
案
し
、
協
同
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
活
動
に
制
約
が
あ
る
中
、

オ
ン
ラ
イ
ン
打
合
せ
等
を
重
ね

実
施
し
ま
し
た
。
審
査
は
地
域

の
有
識
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

審
査
委
員
会
に
お
い
て
厳
正
な

審
査
を
行
い
、
入
賞
作
品
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

のの話話題題村村

お
知
ら
せ

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
児
童
生

徒
、
病
弱
教
育
対
象
生
徒
の
保
護
者
や

担
任
に
対
し
て
、
本
校
の
教
育
に
つ
い

て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
教
育
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
見
学
会
・
体
験
学
習
を
行

い
ま
す
。

◆
学
校
見
学
会

○
対
象

・
本
校
校
区
に
在
住
し
、
主
に
肢
体

不
自
由
を
有
す
る
幼
児
児
童
生

徒
の
保
護
者

・
県
内
に
在
住
す
る
病
弱
教
育
対
象

の
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

・
市
町
村
教
育
委
員
会
、
各
園
、
各

学
校
及
び
関
係
施
設
の
教
職
員

や
関
係
職
員

○
日
時

５
月
末
〜
６
月
上
旬
に
実
施

（
詳
細
は
決
ま
り
次
第
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

◆
第
１
回
体
験
学
習

○
対
象

・
肢
体
不
自
由
を
有
す
る
年
長
児
、

小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
と

そ
の
保
護
者
、
担
任

・
病
弱
教
育
対
象
の
中
学
３
年
生
と

明
日
香
養
護
学
校　

体
験
学

習
・
学
校
見
学
会
・
教
育
相
談

そ
の
保
護
者
、
担
任

○
日
時

　

▼
肢
体
不
自
由
教
育
部
門

　

小
学
部　

６
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
20
分
〜
４
時

　

中
学
部　

６
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
20
分
〜
４
時

　

高
等
部　

６
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
20
分
〜
４
時

▼
病
弱
教
育
部
門

　

高
等
部　

６
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
20
分
〜
４
時

◆
教
育
相
談

○
日
時事

前
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
相
談
日
は
、
ご

希
望
に
よ
り
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

○
内
容

▼
肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
児
童

生
徒
の
就
学
や
在
宅
訪
問
教
育

に
つ
い
て
、
及
び
病
弱
教
育
対

象
の
生
徒
の
進
学
や
進
路
に
関

す
る
相
談
に
つ
い
て

▼
学
校
生
活
上
の
指
導
・
支
援
に
つ

い
て

◆
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
先　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

☎
０
７
４
４
‐
５
４
‐
３
３
８
０

FAX 

０
７
４
４
‐
５
４
‐
２
３
９
６

学
校
の
概
要
及
び
体
験
学
習
・
教
育

相
談
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｈ
Ｐ

よ
り
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

黒
滝
中
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
花
の
寄
贈
）

　

３
月
３
日
（
金
）、
黒
滝
中
学
校

の
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
花
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
花
は
、
生
徒
の
皆
さ

ん
が
毎
日
欠
か
さ
ず
水
を
や
り
、
丹

精
込
め
て
育
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

役
場
入
口
に
飾
っ
て
い
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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教えて！ごみの分別　Ｑ＆Ａ
４月から、ごみの分別方法が５種１０分別となりました。現在、前田集落支援員が戸別案内に

伺っておりますが、その際にお聞きした質問事項についてQ＆ Aでお答えします。今後も不明
な点は住民生活課までお問い合わせください。また、現在、「家庭ごみの分別と出し方ガイドブッ
ク」を作成中です。完成しだいお手元に配付しますのでそちらもあわせてご覧ください。
引き続きごみの分別にご協力お願いします。

ペットボトルのキャップを外
さないといけないの？

キャップとラベルを外してください。
キャップとラベルは、「容器包装プラスチック」で出してください。

飲料の空き缶を拾ってごみ袋
に捨てたいけど、袋はどこに
入れるの？
アルミ缶とスチール缶は一緒
でいいの？

食品トレイは色つきの物やプ
リントされているものも「容
器包装プラスチック」で出し
ていいの？
発泡スチロールを細かく割っ
て入れたり、汚れていても資
源ごみになるの？
スプレー缶は、以前から穴を
空けて、不燃ゴミに出してく
ださい。となっていたけど今
回は穴を空けなくて良いの？
ガラスや刃物を紙で包んで出
して良いの？

蛍光灯は長いので、割ってご
み袋に入れるの？

ごみが混入している場合は、
引き取ってくれないの？

その他分別に悩むごみの例に
ついて

きれいな状態にできるのであれば「資源ごみ（カン）」で出してください。
土や砂が入っていたり、汚れのひどいものは「不燃ごみ」で出してくだ
さい。
はい。アルミ缶とスチール缶は一緒に「資源ごみ（カン）」で出してく
ださい。

カンやペットボトルは潰して
出してもいいの？

潰さずに出してください。
ごみ処理施設では、カン、ペットボトルは手選別ラインで目視にて、異
物等の確認、除去をしますが、潰れていると瞬時に異物かどうかの判断
がしにくいためです。

はい。色つきの物やプリントされているものも「容器包装プラスチック」
で出してください。
例）お惣菜や寿司、刺身の容器など。

割っていただいても「容器包装プラスチック」で回収します。洗っても
汚れの落ちないものは「可燃ごみ」で出してください。

スプレー缶は、必ず使い切って穴を空けずに「不燃ごみ」で出してくだ
さい。穴が空いていても回収はします。また押す部分のプラスチック箇
所は外さなくて大丈夫です。

はい。刃物や鋭利なものは危険のないように紙に包んで出してください。

いいえ。蛍光灯や電球は、割ってしまうと再生利用ができませんので、
購入時の収納ケースに包むなど、割れないように工夫していただき、自
前の袋に入れて「有害ごみ」で出してください。
はい。分別区分の違うごみが混入している場合は回収できません。
特に資源ごみの細分化にはご注意ください。
「可燃ごみ」
・サランラップ
・歯磨きチューブ、マヨネーズ、
ワサビ、からし等のプラマークが
ついている容器で、中身の除去が
困難なもの、水洗いしても汚れが
落ちないもの
・プラスチック製品類（バケツ、
小型おもちゃ、CD、DVD等）

「不燃ごみ」
・ポリタンク
・ウイスキーの蓋（金属製・ガラス製）
・食用油の缶

「資源ごみ（容器包装プラスチック）」
・プラマークの表示のある袋

「排出者の目線」
水ですすいでも汚れが落ちないもの。
「収集員の目線」
ごみ袋を外から見て、食物、飲料等、
中身が残っているのが確認できる状態
のもの、土等が付着しているもの。

汚れが落ちている判断の基準
は、誰がみて判断するの？

「施設の作業員目線」
中身が残っていたり、油が付着
して、再生利用できないものは、
選別で取り除きます。

Ｑ Ａ

◆お問合せ先　住民生活課

肢
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
の
保
護
者

や
、
児
童
と
保
護
者
に
対
し
て
、
本
校

教
育
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
説
明
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
小
学
校
部

○
対
象

・
令
和
６
年
４
月
に
小
学
生
と
な
る

知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
の
保
護
者

○
日
時

①
就
学
説
明
会

　

５
月
12
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
11
時
半

　

５
月
16
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
11
時
半

②
就
学
説
明
（
個
別
体
験
学
習
）

　

５
月
29
日
（
月
）
〜
12
月
中
旬

　

午
前
10
時
〜
11
時
半

◆
中
学
校
部
（
第
１
回
体
験
学
習
）

○
対
象

・
知
的
障
害
の
あ
る
小
学
６
年
生
と

そ
の
保
護
者
、

・
小
学
校
の
教
員
ほ
か

○
日
時

　

６
月
12
日
（
月
）
〜
７
月
６
日
（
木
）

　

午
前
10
時
半
〜
12
時

◆
教
育
相
談

お
子
さ
ま
の
日
常
生
活
指
導
・
教
科

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校

保
護
者
説
明
会
・
体
験
学
習

水
稲
、
野
菜
、
花
き
な
ど
の
病
害

虫
発
生
予
報
に
つ
い
て
、
奈
良
県
病

害
虫
防
除
所
よ
り
毎
月
発
表
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
奈
良
県
病
害
虫
防

除
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課

病
害
虫
発
生
予
防

　

運
転
者
が
身
体
障
が
い
者
等
で
あ
る

場
合
や
、
身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に

生
計
同
一
者
が
軽
自
動
車
を
運
転
す
る

場
合
の
税
金
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
等
に
記
載
の
障
が
い
の
程
度
に

軽
自
動
車
税
の
減
免

指
導
等
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
の
相

談
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。事
前
に
お
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日
程
や
時
間
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校

☎
０
７
４
７
‐
５
２
‐
７
６
５
５

よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
申
請
期
間　

４
月
24
日
（
月
）
ま
で

◆
必
要
な
書
類

　

①
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

　
（
窓
口
で
記
載
）

　

②
自
動
車
検
査
証

　

③
身
体
障
害
者
手
帳
等

　

④
運
転
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許
証

　

⑤
納
税
通
知
書

　

⑥
車
内
の
写
真

（
車
内
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
が
い

者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
軽

自
動
車
の
場
合
）

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

９
年
間
、
本
村
の
教
育
委
員
を

務
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
、
山
内
弘
昭
氏
が
任
期
満
了
に

よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
き
に

わ
た
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ

れ
に
伴
い
、岡
﨑
裕
二
氏
が
、

３
月
議
会
で
任
命
同
意
さ
れ
、
令

和
５
年
３
月
８
日
付
け
で
後
任
の

教
育
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

岡
﨑
委
員
の
任
期
は
、
令
和
９
年

３
月
７
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

教
育
委
員
が
交
代
し
ま
し
た
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皆
さ
ま
が
日
頃
よ
り
取
り
組
ん
で

い
る
自
治
会
や
誠
心
会
活
動
、
サ
ロ

ン
や
い
き
い
き
百
歳
体
操
を
実
施
す

る
通
い
の
場
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
が

元
気
ふ
れ
あ
い
活
動
ポ
イ
ン
ト
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

令
和
5
年
4
月
１
日
現
在
、
黒

滝
村
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方
へ

は
、
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
送
付
し
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
59
歳
以
下

の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
活

用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
4
月
20
日

ま
で
に
保
健
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

元
気
ふ
れ
あ
い
活
動
ポ
イ
ン
ト

手
帳

健康なときから定期的に健（検）診を受け、生活習慣の改善につなげましょう。

元気で長生き！健康長寿をめざしましょう。

生活習慣病である高血圧や
脂質異常症、糖尿病などに
ついて、保健師・管理栄養
士が健康づくりをサポート
します。

保健指導・健康相談
●通いの場は、住民主体で集まり、体操や趣味活動、レクリェー
ションを行う活動です。主に６５歳以上の方が参加しています。
●定期的に保健師、地域包括支援センター職員、理学療法士、運
動指導士、管理栄養士、歯科衛生士等が出向いてお話や体力測定
をします。

大字
長瀬
中戸
赤滝
脇川
槙尾

いきいき百歳体操会場
長瀬地区集会所
中戸自治会館
赤滝・上平地区集会施設
脇川地区集会所
槙尾地域防災拠点施設

開催日時
月 2回　月曜日　午前１０時～
毎週水曜日　午後１時 30 分～
毎週月曜日　午前１０時～
毎週木曜日　午前１１時～
毎週火曜日　午前９時３０分～

いきいき百歳体操を実施する通いの場やサロンをサポート

◆お問合せ先
　保健福祉課

保健事業・介護予防事業

　新型コロナワクチン接種事業をはじめとする村民の皆さまへの情報提供や、感染の
発生と拡大の防止に関する取組みなどを、総合的にお知らせします。

新型コロナウイルス感染症に関する情報

黒滝村新型コロナワクチン　２０２３年春夏の追加接種黒滝村新型コロナワクチン　２０２３年春夏の追加接種

◆接種日時　５月１１日（木）・１８日（木）・２５日（木）午後　
◆対象者　6５歳以上の方または以下の基礎疾患を有する方や重症化リスクが高い
と医師が認める方・重症化リスクの高い方が集まる場所においてサービスを提供す
る医療機関や高齢者施設、障害者施設等の従事者

◆
内
容未

就
園
児
の
親
子
や
妊
娠
中
の
お

母
さ
ん
な
ど
が
気
軽
に
集
ま
る
場
で
す
。

「
子
育
て
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
話

し
た
い
な
」「
お
友
達
が
で
き
た
ら

い
い
な
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ホ
ッ
と
一
息
入
れ
て
、
一
緒
に
遊

ん
だ
り
お
話
を
し
た
り
し
て
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時　

4
月
7
日
（
金
）

　
　
　
　
（
毎
月
第
一
金
曜
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◆
対
象
者　

未
就
園
児
の
親
子
・
祖
父

母
・
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん　

◆
場
所　

わ
か
す
ぎ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー（
旧
中
学
校
）　

２
階
お
も
ち
ゃ

図
書
館

◆
参
加
費　

無
料

◆
お
申
込　

不
要

　
　
　
　
　
（
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

ひ 

な 

っ 

こ 

キ 

ッ 

ズ

◆使用するワクチン　オミクロン株対応 2価ワクチン
◆自己負担金　無料
◆申込方法　対象者のうち、6５歳以上の方には４月初めに接種券を発送しますので、
接種希望確認書を 4月１４日までにご返送ください。その他の対象となる方は医師
に相談のうえ、電話又は直接、保健福祉課までお申込みください。
◆お問合せ先　保健福祉課　☎０７４７－６２－２０３１

18 歳未満の方の場合 18 歳以上の方の場合
以下の病気や状態の方で、通院／入院して
いる方
①慢性呼吸器疾患
②慢性心疾患
③慢性腎疾患
④神経疾患・神経筋疾患
⑤血液疾患
⑥糖尿病・代謝性疾患
⑦悪性腫瘍
⑧関節リウマチ・膠原病
⑨内分泌疾患
⑩消化器疾患・肝疾患等
⑪先天性免疫不全症候群、HIV 感染症、そ
の他の疾患や治療に伴う免疫抑制状態

⑫その他の小児領域の疾患（高度肥満、早
産児、医療的ケア児、施設入所や長期
入院の児、摂食障害）

１．以下の病気や状態で、通院／入院している方
①慢性の呼吸器の病気
②慢性の心臓病（高血圧を含む）
③慢性の腎臓病
④慢性の肝臓病（肝硬変等）
⑤インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気を併発している糖尿病
⑥血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く）
⑦免疫の機能が停止する病気（治療中の悪性腫瘍を含む）
⑧ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている。
⑨免疫の以上に伴う神経疾患や神経筋疾患
⑩神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害等）
⑪染色体異常
⑫重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態）
⑬睡眠時無呼吸症候群
⑭重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、精神障害者保健福祉
手帳を所持している、又は自立支援医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」
に該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）

２．基準（BMI30 以上）を満たす肥満の方
※ BMI の目安：身長 170cmで体重 87kg、身長 160cmで体重約 77kg
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村職員の
給与・職員数等を
公表します

　黒滝村職員の給与・定数管理等の状況を知って
いただくために、その概要を公表します。

１　総括

（２）職員給与費（令和３年度普通会計決算）

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

（３）職員経験年数別・学歴別平均給料月額

４　職員の手当の状況

（３）時間外勤務手当

職員数
Ａ

給　　与　　費

給料 職員手当 期末・
勤勉手当 計　Ｂ

1人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

37 人
千円

132,406
千円

21,367
千円

49,183
千円

202,956
千円
5,486

令和３年度
令和４年度

96.3
95.9

※ラスパイレス指数とは、国家公務員
の給与水準を１００とした場合の地方
公務員の給与水準を示す指数です。

（３）ラスパイレス指数（各年４月１日現在）

３　一般行政職の級別職員数
（令和４年４月１日現在）

（令和４年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労働職

高校卒

経験年数
25 年～ 30 年未満

ー ー ー経験年数
15 年～ 20 年未満
経験年数

20 年～ 25 年未満

大学卒 高校卒

331,900 円 311,100 円 262,900 円

359,700 円 365,900 円 －

区分 標準的な
職務内容

職員数構成比 １号給の
給料月額

最高号給の
給料月額

１級
２級
３級
４級
５級

4人
4人

主事・主事補
主事
課長補佐・係長
課長・課長補佐
参事・課長

7人
5人
6人

15.38％
15.38％
26.93％
19.23％
23.08％

146,100円
195,500円
231,500円
264,200円
289,700円

247,600円
304,200円
350,000円
381,000円
393,000円

※黒滝村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

令和２年度決算令和３年度決算
支給実績
一人当たり
平均支給年額

2,875 千円

222 千円

1,647千円

97千円

住民基本
台帳人口

歳出額
Ａ

実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

650 人 1,448,361
千円

89,858
千円

389,222
千円

26.87
％

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

※職員手当には退職手当は含みません。
※職員数は、令和３年 4月 1日現在の人数です。

（令和４年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労働職

平均給料
月額

平均給与
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額

平均
年齢

黒滝村 306,500
円
353,000

円 円
43.7歳 271,500 299,100

円
52.6歳

※平均給料月額：令和４年 4月 1 日現在における各職種ごとの職
員の基本給の平均です。

※平均給与月額：給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
時間外勤務手当などの全ての諸手当の額を合計したものであり、
地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。

（１）職員の平均年齢、  平均給料月額及び平均給与月額

（１）人件費（令和３年度普通会計決算）

（２）退職手当
（令和４年４月１日現在）

（１）期末手当・勤勉手当
令和３年度

５　特別職の報酬等の状況
（令和４年４月１日現在）

区分
1人当たり平均支給額

期末手当

勤勉手当

加算措置

黒滝村 国
1,353 千円
2.5 月分
（1.4 月分）

ー
2.5 月分
（1.4 月分）

支給割合
1.9月分

（0.9 月分）
1.9月分
（0.9月分）

職制上の段階、職務の
級等による加算措置
役職加算　　5％～ 20％
管理職加算　 10％～25％

無し

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

黒滝村
自己都合 勧奨・定年

支給率
（国と同じ）

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

19.66950 月分
28.03950 月分
39.75750 月分
47.70900 月分

その他加算措置
（国と同じ）

1人当たり平均支給額 10,275 千円

24.586875 月分
 33.27075   月分
 47.70900   月分
 47.70900   月分

定年前早期退職特例措置
（2％～ 45％加算）

※退職手当の 1人当たり平均支給額は、平成３１年度及び令和３
年度に退職した職員に支給された平均額です。

※住居手当・管理職手当・宿日直手当は国と異なります。

※退職手当の「1期の手当額」は、4月 1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（村長、副村長は 4年＝ 48 ヶ月、
教育長は 3年＝ 36 ヶ月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

◆お問合せ先　総務課会計室

給料・報酬 期末手当
退職手当

算定方式 1期の手当額 支給時期
村長
副村長
教育長
議長
副議長

500,000 円
460,000 円
420,000 円
240,000 円
180,000 円

500,000 円× 520/100 ×勤続年数
460,000 円× 330/100 ×勤続年数
420,000 円× 240/100 ×勤続年数

議員 170,000 円

3.35 月分
令和３年度
支給割合

3.10 月分
令和３年度
支給割合

10,400,000 円
6,072,000 円
3,024,000 円

任期満了時

（２）職員の初任給

区分
一般行政職 技能労働職

大学卒 高校卒 高校卒 大学卒 短大卒

黒滝村 182,200
円
150,600

円 円
147,900 204,000 180,000

円

国 182,200
円
150,600

円

教育職

円

（令和４年４月１日現在）

（２）職員数の推移
部門

年度
一般
行政 教育

普通
会計計

総合計

平成29年
平成30年
平成31年
令和 2年
令和 3年
令和 4年
過去 5年
間の増減

26
26
28
27
26
25

8
9
8
9
11
11

34
35
36
36
37
36

6
6
6
6
6
7

40
41
42
42
43
43

公営企業

等会計計

※各年における定数管理調査において報告した部門別職員数。

▲ 1 3 2 31

（各年４月１日現在）

（４）その他の手当
（令和４年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価 令和３年度
支給実績

支給職員
1人当たり
平均支給年額

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職
手当

配偶者
子
父母等
※満 16 歳から 22 歳の子 1人につき 5,000 円加算

6,500 円
10,000 円
6,500 円

借家・・・月額 12,000 円を超える家賃を支払う職員に、
家賃額に応じて上限額 27,000 円まで支給
交通機関利用者
交通用具（自動
車など）利用者

１ヶ月あたり上限額 55,000 円まで支給
片道の使用距離に応じて 2,000 円（2km以上 5km
未満）から上限額 31,600 円（60km以上）まで支給

課長級
主幹級
課長補佐級

30,000 円
25,000 円
20,000 円

3,786 千円

1,655 千円

5,750 千円

4,645 千円

180,300 円

229,500 円

151,400 円

309,700 円

宿日直手当 1回 4,000 円 1,944 千円  54,000 円
義務教育等
教員特別手当 給料月額の 100 分の 2（100 円未満切捨）   349 千円  69,800 円

６　職員数の状況
（１）部門別職員数の状況

区分
部門

職員数（人）
3年 4年 前年比

議会
総務
税務
民生
衛生
農水
商工
土木
計

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

1
11
3
2
4
2
0
3
26
11
0
37
3
1
0
2
6

教育部門
消防部門
小　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小 計

公
営
企
業
等

会
計
部
門

合 計 43
[50]

43
[50]

1
11
3
2
4
1
0
3
25
11
0
36
3
1
1
2
7

0
0
0
0
0

▲ 1
0
0

▲ 1
0
0

▲ 1
0
0
1
0
1

0

公営企業会計へ
職員配置

増減
理由

公営企業会計へ
職員配置

※職員数は一般職に属する職員数です。
※［　］内は、条例定数の合計です。
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図
書 室 だ よ り

■ 貸し出し日　   月～金曜日（祝日は休み）
　　　　　　　　 第２、第４日曜日　　　　　　　　
■ 貸し出し期間　２週間
※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡し
　てください。

黒滝村人権・同和問題
啓発活動推進本部

毎月１１日は

【人権を確かめあう日】

おしえて！ネイサン先生

◆答　私が好きな日本語は、「明日は明日の風が吹く」ということわざです。これは、
たとえ悪い状況に陥ったとしても、明日になれば違う風が吹く（時間が経てば状況は変
わっていく）、良いことも悪いこともずっと同じ状態が続くわけではないという意味で
す。私はこの言葉が心に響きました。なぜなら、変化に適応するか、悪い時期を成長の
糧とするかは自分次第だからです。未来に向かって何ができるかを考えると、目標達成
へのモチベーションが上がりますし、新しいことをしたり、新しい人と出会ったり、人
生を最大限に楽しむことができます。過去を変えることはできないので、過去にとらわ
れたり、心配したりすることはありません。
　みなさんも座右の銘となるような良いフレーズを見つけておくと、やる気が上がって
いいですよ。

◆問　好きな日本語を教えてください。

コロナ禍の時期のウイルス関
連書籍だけに、コロナウイルス
の内容はもちろんのことです
が、後半は筆者の研究テーマで
あるレトロウイルスについて語
られています。
前半は、このパンデミックは

特別なものでなく、今後も起こ
りうることを説明しています。
さらに、ワクチンの副反応の状
況やワクチンの是非についても
納得ができることでしょう。

京大おどろきのウイルス学講義／宮沢孝幸京大おどろきのウイルス学講義／宮沢孝幸

ゲンバ！今月の
黒
滝
お
こ
し

協
力
隊
活
動
報
告

　黒滝で協力隊が活動を始めて 14 年。森林組合で山仕事をする隊員が多く、
活動を見て頂く機会も限られます。今号から各隊員が普段の作業を紹介する「今
月のゲンバ」を始めます。作業の合間の楽しみ、昼ご飯についてのミニコーナー
「今月の満腹」もお楽しみに。

今月の満腹！

特
殊
伐
採

チ
ー
ム
４
人
で

２
月
中
旬
、
泊

り
が
け
で
静
岡
県
の
お
寺
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
高
さ
約
10
ｍ
の
イ
ヌ
マ

キ
を
伐
採
し
黒
滝
村
へ
搬
出
す
る
仕

事
で
す
。

地
元
の
会
社
に
ラ
フ
タ
ー
と
い
う

特
殊
な
ク
レ
ー
ン
で
吊
っ
て
も
ら

い
、
順
調
に
作
業
。
と
こ
ろ
が
２
日

目
、根
元
を
切
る
時
に
ト
ラ
ブ
ル
が
。

木
に
石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が
た
く

さ
ん
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

静岡だけで展開する人気チェーン『さ
わやか』のゲンコツハンバーグラン
チ！！後の苦戦を全く考えもしなかっ
た初日の穏やかな時間でした……。　

グ リ ー ン ウ ッ ド ワ ー ク Green Wood Work

▲この大きさ、複雑さ

▲特殊クレーンで吊った状態
　で切っていく

グリーンウッドとは「緑の
木」、切ったばかりの生の木
のことです。やわらかいの
で簡単に切ったり削ったり
できます。生の木を使った
木工をグリーンウッドワー
ク（GWW）といい、協力隊
員らのグループ「スギイロ」
が力を入れています。決まり
や資格があるわけではなく、

安全でやりやすい方法を各地
のグリーンウッドワーカー

これも生木加工！

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
チ
ェ
ー
ン
を
何
本
も

だ
め
に
し
、
地
元
の
農
機
具
屋
さ
ん
で
調

達
し
夕
方
に
や
っ
と
伐
倒
。
午
前
中
に
静

岡
を
出
発
す
る
は
ず
が
、
家
に
帰
り
つ
い

た
の
は
夜
10
時
を
回
っ
た
こ
ろ
で
し
た
。

何
事
も
現
場
の
下
調
べ
が
大
事
だ
な
〜
と

痛
感
し
た
１
日
で
し
た
。　
（
野
口
浩
司
）

（GWWをする人）が手探り
しています。
今号の表紙になっている黒

滝中学の卒業生、座っている
ベンチは自分たちで作りまし
た。黒滝らしいものをという
ことで、脚にする丸太の皮む
きに初挑戦。考えたら皮むき
は生の木を使うので、これも
グリーンウッドワークです
ね。



黒
滝
村
村
民
憲
章

村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（３月１日現在）

　　男　　３０２人　　（±０）
　　女　　３２３人　　（－１）
　　計　　６２５人　　（－１）
　　世帯　３３８世帯　（＋１）

役　場　　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　    ～ 9203】 
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　     62-9010
教育委員会事務局       62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診療所　　　　　　   62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　　   62-2621
デイサービスセンター
地域包括支援センター
（社会福祉協議会）      62-2850  
　　ＩＰ電話【0747-68-9023】
こもれびホール　　   62-2280
黒滝駐在所　　　　   62-2034
観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村     62-2770

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載していますお知らせを掲載しています
ので、是非ご視聴ください。ので、是非ご視聴ください。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に
学

び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明
る
く

豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り
住

み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
や

さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち
た

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習
の

ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に
努

め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で
支

え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て
る
福

祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
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　４月２７日（木）に
狂犬病予防注射を行い
ます。犬を飼っておら
れる方は最寄りの会場
で受けてください。
※暴れたり噛み傷を与
える恐れのある犬につ
いては、口輪をはめる
などの適切な処置をさ
れたうえ、犬に慣れて
いる方が同行してくだ
さい。

○集合注射に係る手数料　３，４００円
（内訳）注射手数料　　　　２，８５０円
　　　注射済票交付手数料  　５５０円
○犬の登録手数料　　　　３，０００円

愛犬の登録を！

狂犬病予防注射 ４ ２７月

　現在、犬の登録は一生に一回となっています。登録を行って
いない犬は、「野犬」と判断されかねませんので、まだ登録を
されていない方はこの機会にぜひ登録を行ってください。
　飼い犬が死亡したとき、飼い主や飼い主の住所が変わったと
きは、必ず役場へ届けてください。
※犬を手放したい方は、事前に役場または吉野保健所に相談し
てください。なお、当日の引き取りはいたしません。
◆お問合せ先　住民生活課　
　　　　　　　吉野保健所　☎０７４７－５２－０５５１

日（木）

時間
 9:30 ～  9:40
 9:50 ～ 10:00
10:10 ～ 10:15
10:20 ～ 10:25
10:30 ～ 10:35
10:50 ～ 11:00
11:10 ～ 11:15
11:25 ～ 11:35
11:45 ～ 12:00

実施場所
長瀬集会所前
粟飯谷正西寺前
御吉野（中辻銘木前広場）
堂原（桝田様宅前）
寺戸（泉の広場）
槙尾瀧光寺前
脇川集会所前
上中戸老人憩の家
黒滝村役場駐車場


